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＜学歴＞ 

平成４年３月 千葉大学園芸学部農芸化学科 卒業 

平成６年３月 千葉大学園芸学研究科農芸化学 修士課程修了 

平成９年３月 千葉大学大学院自然科学研究科 博士課程修 

理学博士取得 

＜職歴＞ 

平成９年４月～平成１０年９月  

東京大学分子細胞生物学研究所 生理活性物質研究分野 

日本学術振興会研究員 

平成１０年１０月～平成１４年４月 

千葉大学大学院医学研究院 助手 

平成１４年５月～平成１７年５月 

University of Kentucky, Agronomy Department 博士研究員 

平成１７年６月～平成１９年３月 

理化学研究所中央研究所 長田抗生物質研究室 協力研究員 

平成１９年４月～平成２０年３月 

理化学研究所中央研究所 長田抗生物質研究室 専任研究員 

平成２０年４月～平成２１年９月 

理化学研究所基幹研究所ケミカルバイオロジー研究領域 

ケミカルバイオロジー研究基盤施設 

化合物バンク技術開発研究チーム 専任研究員 

平成２１年１０月～平成２３年８月 

理化学研究所基幹研究所ケミカルバイオロジー研究領域 

ケミカルバイオロジー研究基盤施設 

化学情報・化合物創製チーム 専任研究員 

平成２３年９月～平成２５年３月  

同 化学情報・化合物創製チーム  チームヘッド 

平成２４年４月～ 東京電機大学 客員教授  

平成２５年４月～ 理化学研究所 環境資源科学研究センター  

天然物生合成研究ユニット・ユニットリーダー 

平成２５年４月～ 理化学研究所 グローバル研究クラスタ 

理研-KRIBB連携研究ユニット ・ユニットリーダー 



平成２７年４月～ 東京大学生物生産工学研究センター 准教授 

平成２９年３月～ 理化学研究所 環境資源科学研究センター  

理研-KRIBB連携研究ユニット・ユニットリーダー 

 

＜所属学会など＞ 

日本放線菌学会 

日本農芸化学会 

日本生化学会 

 

＜受賞歴＞ 

2011年度日本放線菌学会大会ポスター賞 

「多様な 2-アルキルマロニル-CoA生合成機構の解析」  

第 11回 農芸化学研究企画賞 JSBBA Innovative Research Program Award (2014-2015) 

2015年度 日本農芸化学会大会 トピックス賞 

「テロメスタチン生合成遺伝子クラスターの異種発現」 

2016年度 The 8th Korea-Japan Chemical Biology Symposium “poster award” 

2016 長瀬研究振興賞  
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